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■ストップホールのように
部材を大きく傷つけることがない。

■溶接機も軽量で可搬性に優れ、
誰でも簡単に施工することができる。

■特殊な業者を呼ぶことなく
点検者がその場で簡易補修できる。

既往の技術の問題点

疲労き裂の応急補修方法として、ストップホールが用いられてきた。しかしながらこの
方法は、孔を空けるため断面欠損を新たに作ってしまい、耐力低下に繋がる危険が
否定できない。また、点検者が簡単に見つけ次第行えるというものではない。

■疲労き裂先端にスタッド溶接を
施して、き裂の遅延を図る。

■疲労き裂が発生している

大型鋼構造物全般に適用可能。

■ストップホールが施工不可能な
狭隘な現場でも使用可。

ストップホール工法

円孔を設ける代わりに

スタッドを打つ。 き裂
スタッド

提案手法の特徴

■ 疲労き裂先端にボルトもしくはウエルドナットをスタッド溶接して疲労き裂の遅延を
図る。→→孔をあけないので部材の断面欠損がない。本補修時にはグラインダー
により取り除くことが出来る。

■ スタッド溶接は、誰でも簡単に施工でき、持ち運びも容易。１００Ｖ電源があればど
こでも施工できる。→→特殊な業者を呼ぶことなく点検者がその場で簡易補修を
行う事ができる。これにより本補修までの余裕が生まれるので、予算や人的資源
に応じた戦略的維持管理に寄与することができる。
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